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尼
崎
労
働
基
準
監
督
署
管
内
に
お
け
る
労
働
災
害
の
う
ち
、
死
亡
災
害
は
令
和
６
年
に
お
い
て
、
３
件
発
生

し
て
お
り
、
３
件
と
も
尼
崎
市
内
で
発
生
し
た
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
令
和
５
年
の
１
件
か
ら
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
を
除
く
休
業
４
日
以
上
の
災
害
も
令
和
６
年
１
１
月
末
の
速
報
値
で
３
４
９
件
と

な
り
、
令
和
５
年
同
期
と
比
較
し
て
７
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
労
働
災
害
の
う
ち
、
転
倒
災
害
、

動
作
の
反
動
・
無
理
な
動
作
に
よ
る
災
害
、
は
さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ
災
害
が
全
体
の
５
６
％
を
占
め
て
お
り
、

労
働
災
害
発
生
傾
向
の
上
位
に
変
動
は
な
い
が
、
墜
落
・
転
落
災
害
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
労
働

災
害
を
個
別
に
み
て
い
く
と
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
ク
レ
ー
ン
に
絡
む
災
害
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。 

 

一
方
、
健
康
確
保
面
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
、
過
重
労
働
に
よ
る
脳
・
心
臓
疾
患
や
精
神
障
害
が
社
会
の

関
心
を
集
め
て
お
り
、
昨
年
４
月
か
ら
は
建
設
業
や
運
送
業
で
「
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
」
の
適
用
が
始
ま

っ
た
。
ま
た
、
化
学
物
質
の
自
律
的
管
理
に
か
か
る
改
正
法
令
が
昨
年
４
月
か
ら
全
面
的
に
施
行
さ
れ
、
今
後

は
化
学
物
質
管
理
の
経
験
の
少
な
い
飲
食
業
・
清
掃
業
・
理
美
容
業
等
の
第
３
次
産
業
に
も
自
律
的
な
管
理
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

経
済
情
勢
を
み
る
と
、
景
気
は
持
ち
直
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
原
材
料
の
高
騰
に
よ
る
物
価

の
上
昇
や
、
人
件
費
・
物
流
コ
ス
ト
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
先
行
き
は
未
だ
不
透
明
で
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
働
く
人
の
安
全
と
健
康
が
最
優
先
で
あ
る
と
い
う
基
本

理
念
は
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
現
在
、
県
下
で
は
「
兵
庫
死
亡
労
働
災
害
根
絶
運
動
」
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

本
年
２
月
に
は
第
１
回
「
化
学
物
質
管
理
強
調
月
間
」
が
実
施
さ
れ
る
。 

 

労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
労
使
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
労
働
災
害
防
止
活
動
を
徹
底
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

 

私
た
ち
は
、
働
く
人
の
誰
も
が
安
心
し
て
健
康
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場
の
実
現
に
む
け
て
、
す
べ
て
の

関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
労
働
災
害
防
止
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
こ
こ
に
誓
う
。 

 

右
、
宣
言
す
る
。 

  

令
和
七
年
一
月
八
日 

令
和
七
年 

尼
崎
労
働
基
準
協
会
新
年
互
礼
会 

 


